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衆議院議員総選挙投票鰭果

去る1月29ri敦子干された菜爵鄭完善慈円総適，挙

は、あいにくの雨天であっナ二が、心療≡された投

票率は有権者の政治意識の高毅のためか、前回

昭和38年の来歴完遷拳を上回る　8857形と好成績
、でした。（38年は84．63多）

選挙結果は次のとおり。

投　罵∴状∴況

有権者教　投票総数　投票単　葉櫓者数

告器‖器阜器
当　5，当　4・787（鵬7

開　薫　結　果

投票総数∴∴∴∴4．787禦

有効扱票∴∴∴∴4，749禁

無効惣菜∴∴∴∴∴読取

候補者得票言欲（屈曲噸）

行菟日－hV月2年0
44－和昭

農
家
の
あ
と
つ
ぎ
は
農
業
の

将
来
を
ど
う
考
え
て
い
る
か

ま
た
、
経
常
耕
地
類
別
に
は
、
経

営
隷
俳
が
大
き
く
な
る
に
つ
れ
て
、
滋

樋
割
の
率
が
高
く
、
殊
に
÷
五
ヘ
ク

タ
ー
ル
以
上
の
、
大
規
模
経
常
農
家
の

あ
と
つ
き
は
、
大
都
分
の
九
十
四
パ
ー

セ
ン
ト
か
、
農
薬
の
将
来
性
を
楽
聖
的

に
観
測
し
て
い
ま
す
。

船
種
省
福
岡
統
計
潤
盃
事
務
所

北
九
州
犠
前
地
区
調
整
官

金
∴
子
∴
彦
　
二

統
計
調
査
事
務
所
で
は
昭
和
四
十
年

か
ら
、
農
家
の
盤
薬
経
営
に
関
す
る
演

説
調
盃
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
四
十

ー
二
年
は
県
下
で
抽
出
し
た
六
百
九
十
I
岬

か
　
戸
の
蒙
か
ー
七
、
学
窪
行
っ
て
い
る

人
、
お
よ
び
十
六
才
以
下
を
除
い
た
、

ん
ー
在
宅
の
あ
と
つ
ぎ
言
十
三
人
に
つ
い

て
、
農
薬
に
対
す
る
考
え
を
韮
点
に
調

布
　
委
し
ま
し
た
っ
そ
の
結
果
か
ら
主
な
も

ー
ー
の
に
つ
い
て
、
今
後
ニ
ー
二
面
に
わ
け

請
　
て
、
紹
介
し
て
み
た
い
上
田
登
喜
。

町
－
‥
先
ず
き
つ
き
に
対
し
て
、
「
築

－
は
、
や
り
方
に
よ
二
し
将
来
性
が
あ
る

と
思
い
ま
す
か
。
思
い
ま
せ
ん
か
」
の

二
問
い
に
対
し
て
、
別
図
の
よ
う
な
結
薬

が
出
ま
し
雪

肌
薬
は
、
や
り
方
に
よ
っ
て
、
将
来

性
が
あ
る
と
答
え
た
、
頚
極
理
の
あ
と

つ
き
は
、
百
十
一
人
の
五
十
二
パ
ー
セ

ン
ト
で
、
わ
か
ら
な
い
と
答
え
た
、
流

動
型
の
あ
と
つ
き
が
六
十
八
パ
ー
セ
ン

ト
、
そ
う
は
思
わ
な
い
と
答
え
た
、
消

燈
型
の
あ
と
つ
ぎ
が
三
十
四
人
の
十
六

パ
ー
セ
ン
ト
、
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
経
営
主
の
専
蒸
発
別
に
み
て

み
ま
す
と
、
尊
発
煙
案
の
あ
と
つ
き

は
、
そ
の
六
十
パ
ー
セ
ン
ト
が
鑓
薬
の

将
来
性
を
慰
め
て
い
る
の
に
比
べ
、
農

薬
従
の
あ
と
つ
き
は
、
わ
ず
か
に
十
七

パ
ー
セ
ン
ト
し
か
認
め
て
い
ま
せ
ん
。
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北
九
州
地
区

も
み
す
り
競
技
大
会
で
擾
勝

－
太
田
勝
美
、
吉
田
猪
氏
垂
加
－

去
る
一
月
十
日
北
九
州
地
厚
米
妻
加

工
改
良
組
合
迎
合
会
主
催
に
よ
る
、
第

三
回
も
み
す
り
競
技
大
会
が
：
八
幡
医

本
城
旧
灘
鶏
域
跡
地
に
お
い
て
閲
催
さ

れ
ま
し
た
が
、
当
町
よ
り
木
守
の
太
田

勝
美
、
尾
崎
の
吉
田
慰
－
両
氏
が
代
案
し
一

し
て
参
加
さ
れ
ま
し
た

当
照
は
好
天
に
恵
ま
れ
、
北
九
州
地

厚
よ
り
十
五
名
の
逆
手
が
参
加
し
て
、

も
み
す
り
技
術
の
腕
を
競
い
ま
し
た
が

そ
の
結
果
、
本
町
の
太
田
勝
蓑
虫
は
、

九
九
点
と
い
う
養
母
点
で
健
勝
の
栄
冠

を
勝
ち
と
り
、
茎
昂
猿
氏
も
三
位
に

入
賞
し
、
好
成
績
を
お
さ
め
ま
し
た
く

な
お
、
太
閤
勝
美
氏
は
去
る
一
月
二
十

日
、
第
十
三
回
福
岡
県
米
麦
加
工
改
良

組
合
連
合
会
主
催
も
み
す
り
駿
按
大
会

に
は
九
州
地
峡
代
表
と
し
て
出
聖
善

戦
離
間
い
た
し
烹
し
た
が
、
鱈
し
く
も

敢
闘
賞
に
終
り
ま
し
た
。

二

一

ユ

ー

カ

ッ

ス

ル

痛

蔓
延
の
お
そ
れ
〟

－
　
難
癖
灼
策
に
万
全
を
期
し
ま
し
ょ
う
　
－

馬糞勝田太るけーつを状鴬の勝優

昨
年
各
地
に
猛
威
を
ぶ
る
っ
た
効
の

伝
染
痛
言
ニ
ュ
ー
カ
ッ
ス
ル
裳
が
冬

期
発
生
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
各
地
に
流
行

し
、
軍
＼
で
は
鞍
手
町
に
疑
わ
し
い
摘

気
も
で
て
お
り
ま
す
。

こ
の
一
三
－
カ
ツ
ス
ル
瓶
の
鵜
誌
に

つ
い
て
は
こ
疎
知
の
よ
う
に
、
一
旦
こ

の
病
菌
が
鶏
の
体
中
に
侵
入
す
る
と
煽

情
閲
の
う
ち
に
一
〇
〇
劣
死
亡
し
、
又

ビ
ー
ル
ス
齢
に
上
る
伝
染
は
あ
ら
ゆ
る

務
、
人
誇
、
動
物
に
上
り
行
な
わ
れ

一
度
と
の
縞
気
に
汚
染
さ
れ
・
宅
↑
そ

の
地
堅
C
の
嚢
難
事
業
は
不
可
能
と
言

わ
れ
て
い
る
程
、
長
期
間
に
亘
り
縞
臍

が
常
在
化
し
ま
す
。

従
っ
て
予
防
手
段
も
そ
の
魁
区
全
体

の
人
々
が
腹
囲
し
て
外
部
か
ら
の
歯
の

侵
入
を
阻
止
す
る
た
め
、
い
か
に
少
羽

数
の
蕃
鶏
と
い
－
季
↑
も
次
の
予
防
揮
項

を
厳
守
し
て
い
た
た
き
薪
能
に
万
全
を

お
願
い
し
ま
す
。

「
予
防
対
策

用
－
病
原
菌
の
侵
入
阻
止
　
流
通
容
器

（
卵
箱
、
ひ
な
箱
）
の
溝
輩
及
び
焼

却
、
兼
寿
（
飼
料
、
食
鶏
卵
）
及
ボ

外
来
者
の
立
入
禁
止
、
消
毒
鮒
（
踏

込
板
）
　
の
鼓
膜
　
（
各
棟
こ
と
に
挫

く
）
前
表
交
換
、
視
察
な
し
あ
一
時

の
　
予
防
注
射
の
励
行

ア
、
ク
ひ
な
年
か
ち
の
注
射
、
ふ
化

聖
二
～
四
巡
閲
後
に
〇
・
五
c
c
、

第
二
四
日
を
ふ
化
後
四
〇
－
五
〇
日

に
一
c
c
注
射
し
賢
に
一
二
〇
日
稔

に
蟹
二
四
日
の
法
規
毒
し
ま
す
．

ィ
、
成
効
の
注
射
∴
第
一
回
注
射
後

（
一
c
c
）
四
〇
日
後
に
二
回
目
の

注
射
を
し
ま
す
（
以
墾
ハ
カ
月
筏
）

の
　
ひ
寒
の
導
入

ひ
な
の
導
入
先
は
茶
の
発
坐
の
有

無
を
確
め
、
無
絹
地
か
ら
導
入
し
ま

す
。
ま
た
導
入
ひ
な
は
二
週
間
以
上

隔
離
飼
育
を
し
ま
す

の
∴
勅
令
の
消
藷

邪
念
は
定
期
的
に
溝
十
㌧
茅
嚢
施
し
剛

の
入
番
晴
は
最
少
限
ト
日
嗣
勅
令
を

空
け
完
全
に
渦
議
し
ま
す
。

㈲
　
談
既
衛
生
の
整
鮪

温
暖
、
温
度
、
換
気
等
に
十
分
摺
愈

し
て
頂
き
、
瓢
の
健
擦
日
報
に
努
め

る
こ
と
が
天
助
で
す
。

二
、
各
地
の
発
生
状
況

（一月末現）

神
奈
川
県
（
士
ハ
店
町
）
埼
玉
（
十

二
市
町
村
）
茨
城
（
二
町
村
）
千
葉

（
八
市
町
）
菓
東
（
十
一
区
帝
町
）

船
岡
（
一
市
）
化
蛋
（
一
町
）
大
分

（
字
佐
郡
院
内
町
）

三
、
通
報
　
捷
わ
し
い
緬
親
が
発
見

さ
れ
た
場
合
は
役
場
（
経
済
課
）
又

は
都
農
脇
（
墓
誌
）
に
議
事
に
こ

連
絡
下
き
い

ま
た
膜
の
移
入
禁
止
区
域
上
し
て

行
稚
苗
大
事
菓
徳
永
地
区
が
指
定
さ

れ
ま
し
た
の
で
連
絡
し
ま
す

町
北
部
地
区
、
水
道
工
事
は
じ
ま
る

本
町
北
部
地
区
で
は
∴
‥
患
麺
汀
場

建
設
に
伴
い
、
醜
風
保
安
林
が
天
龍
に

伐
採
さ
れ
、
掠
水
能
力
が
天
聴
に
低
下

し
、
輿
に
陳
紺
米
雄
の
掘
削
に
よ
る
深

井
戸
十
本
か
ら
大
量
の
地
下
水
が
汲
み

上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
、
周
辺
部

嫁
で
は
漸
次
井
戸
水
の
枯
渇
現
象
が
現

わ
れ
は
じ
空
こ
の
数
隼
来
、
梢
滝
し
く
一

水
衝
の
悪
化
は
暮
し
′
＼
飲
料
水
を
自

薬
用
井
戸
に
求
め
る
こ
十
一
が
圏
盤
な
状

態
し
な
二
↑
お
り
ま
す

町
当
局
と
し
て
は
、
一
あ
開
運
に
つ

い
て
、
そ
の
対
策
を
国
、
県
な
ど
関
係

機
関
に
強
く
要
望
し
て
東
宝
し
ト
ー
が
、

そ
の
結
果
、
町
の
上
水
道
を
拡
張
す
る

二
と
に
な
？
こ
の
ほ
ど
撞
地
躾
本
法

に
塞
つ
く
園
郎
補
助
撮
薬
と
し
て
弱
め

ら
れ
、
去
る
1
月
5
0
日
防
衛
庁
の
誼
式

認
可
が
あ
り
ま
し
た
。

町
で
は
早
速
第
一
期
工
事
L
一
し
て
旧

停
～
広
滋
～
避
雷
－
若
松
～
島
津
に
水

理
念
若
布
設
す
る
一
三
に
な
り
、
2

月
2
日
か
ら
工
噂
に
請
工
し
豊
し
た

工
事
の
概
要

「
専
業
名

既
街
施
設
用
辺
境
生
麦
定
雄
露
細

草
葉

「
磐
総
数一

三
、
〇
三
〇
、
0
0
0
日

∵
∴
補
助
・
に
父
母
徹

し
、
八
一
八
、
0
0
0
同

一
、
工
事
施
工
業
者

小
倉
区
、
神
銅
水
道
建
設
称
式
会
社

「
工
揮
期
間

－
紀
工
　
昭
和
披
隼
2
月
2
日

竣
工
∴
ク
　
　
3
月
秋
口
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昭
和
蛇
年
度
町
県
民
税
の

申
告
に
つ
い
て

∩
提
出
期
限
及
び
提
出
場
所

3
月
⊥
5
日
ま
で
　
役
場
税
務
係

毎
年
、
税
務
係
職
員
が
亜
授
琵
付
け

て
い
な
い
分
に
つ
い
て
は
諸
膝
洩
れ

や
添
付
疎
類
に
不
備
が
多
数
あ
り
ま

し
た
の
で
、
出
来
る
だ
け
確
擦
税
務

係
に
拠
出
十
さ
い
。

（
期
限
ま
で
に
来
庁
で
き
な
い
方
は

隊
長
へ
娃
出
ま
た
は
郵
送
し
て
ト
さ

い。）
②
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
人

昭
和
盛
年
1
月
1
日
敬
神
当
町
に
住

民
選
録
等
の
有
無
を
問
わ
ず
住
所

（
生
活
の
本
拠
）
が
あ
り
、
昭
和
4
1

年
叫
の
所
得
金
額
の
合
計
額
が
ュ
0
万

円
以
上
あ
る
人
は
申
告
を
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

（
1
0
万
円
以
下
で
も
申
告
恋
の
送
付

を
受
け
た
人
は
申
告
を
し
て
い
た
だ

きます。）

③
町
県
民
税
は
…
：
…
・
前
年
の
所

穐
（
昭
和
4
1
年
1
月
1
日
か
・
づ
1
2
月

3
1
日
ま
で
の
1
年
間
に
繕
た
所
得
）

に
対
し
て
雑
観
さ
れ
ま
す
の
で
飢
車

中
の
所
縁
に
つ
い
て
申
告
下
さ
い
。

④
給
与
所
得
者
で
申
告
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
人

給
与
所
得
者
は
通
常
の
場
合
申
告
を

す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
次
の

よ
う
な
特
別
の
人
は
、
申
告
を
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

4
給
与
所
得
以
外
に
地
代
、
家
賃
、

配
当
、
農
業
、
常
葉
、
恩
給
、
退

職
所
得
な
ど
の
所
得
の
あ
る
人

（
注
）
　
所
得
税
の
確
定
申
告
で

は
、
こ
れ
ら
の
給
与
以
外
の
所
得

が
5
万
円
以
下
で
あ
れ
ば
申
告
の

必
嬰
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、
町
県
民

税
に
つ
い
て
は
、
5
万
円
以
下
で

も
申
告
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

ロ
本
年
1
月
1
日
現
在
給
与
の
支
払

い
を
受
け
て
い
る
人
で
勤
務
先
よ

り
当
町
役
場
に
給
与
支
払
般
告
婆

の
拠
出
の
な
い
人

へ
昭
和
4
1
年
に
中
途
就
職
し
∴
離
職

で
給
与
所
得
の
お
る
人
で
所
得
税

の
年
来
調
整
を
受
け
て
い
な
い
人

言
昭
和
4
1
年
中
に
給
与
所
得
の
あ
る

人
で
昭
和
4
1
年
中
に
退
職
し
た
人

ホ
雑
斌
控
除
や
匿
寮
費
控
除
を
受
け

よ
う
と
す
る
人

㊤
申
告
書
の
送
付
を
受
け
て

い
な
い
が
申
告
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
人

露
当
番
は
、
役
場
税
務
係
に
請
求
の

上
申
告
下
さ
い
。

④
わ
か
ら
な
い
と
き

申
告
蜜
の
磨
き
方
な
ど
に
つ
い
て
わ

か
ら
な
い
と
き
は
、
税
務
担
当
者
に

お
尋
ね
ド
さ
い
。

な
お
、
お
尋
ね
に
な
る
L
L
さ
は
、

申
告
潜
に
は
住
所
、
氏
名
、
集
年
月

早
秩
訴
彊
除
櫛
笛
の
わ
か
る
範
囲

は
必
ち
ず
記
入
し
て
絵
諒
恕
喜
捨

参
ト
さ
い
。

⑦
も
し
申
告
し
な
か
っ
た
と

き
は

申
告
義
務
の
あ
る
人
が
も
し
忠
義

を
提
出
し
な
か
っ
た
と
き
、
申
告
蜜

に
必
襲
な
弛
蛾
が
な
い
と
き
、
申
告

期
限
を
過
ぎ
て
申
告
書
を
挫
出
し
た

し
ま
は
所
縁
控
除
や
税
額
露
を
し

な
い
で
税
金
を
計
算
す
る
こ
と
に
な

り
余
分
の
税
金
を
納
め
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

務
琵
新
保
官
庁
の
上
所
得
税
の
穫

富
合
、
悲
麓
の
申
告
及
び
個
人

の
町
県
民
税
申
告
を
左
記
日
時
に
異

同
受
付
を
行
な
い
ま
す
。

黒
番
の
住
所
、
氏
名
、
職
業
、
篭

怒
号
棚
は
も
ち
ろ
ん
、
配
偶
者
纏

墜
挟
漣
躍
陰
樹
の
氏
名
、
続
柄
、

生
年
月
日
は
必
ず
記
入
し
て
お
い
て

下
さ
い
。

人
は
申
告
し
な
け
れ
ば
な
ま
意

ん
の
で
申
告
密
の
送
付
を
受
け
な

い
人
で
、
申
告
の
必
要
が
あ
る
と

思
わ
れ
る
人
は
役
場
税
務
係
戦
債

に
早
目
に
お
「
執
ね
下
さ
い
。

－
へ
退
職
所
得
に
つ
い
て
も
？
南
棟

です。

④
涜
定
申
告
を
す
れ
ば
税
金

が
庚
る
人

受
付
時
間
　
9
時
5
0
分
～
1
6
時

⑧
確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
人
一
石
で
曳
っ
J

生
昭
和
4
1
卒
中
の
各
種
の
所
得
金
額

が
、
「
彊
田
子
配

偶
者
控
除
額
十
挟
港
撞
除
額
」
よ

り
多
い
人
は
申
告
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

低
給
与
所
禍
の
み
の
所
得
者
は
申
告

す
る
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、
給

与
以
外
の
所
得
の
合
計
額
が
5
万

円
を
こ
え
る
人
、
そ
の
鱒
別
の

イ
昭
和
4
－
年
坤
の
配

当
や
煩
雑
狩
な
し
」

の
収
入
が
少
な

く
、
そ
の
ほ
か
の

所
得
も
多
く
な
い

虻
給
与
所
得
や
退
職

所
得
の
あ
る
人
で
維
彊
除
、
慶

鵜
珊
寝
際
又
は
寄
付
金
控
除
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
人

へ
ー
給
与
藷
磐
で
昭
和
4
1
年
の
中
途

で
退
職
し
そ
の
後
就
職
し
な
か
っ

た
た
め
、
年
末
瀾
軽
を
受
け
な
か

っ
た
人

工
予
定
納
税
を
し
て
い
る
人
で
、
申

告
納
税
類
が
予
定
納
税
額
よ
り
少

な
い
人

所
得
税
の
確
定
申
告
書
を
提
出
し
た
人
の

事
業
税
及
び
町
県
民
税
の
申
告
に
つ
い
て

本
年
か
ら
前
年
分
の
所
縁
税
に
つ
き

確
定
申
告
薯
鎚
出
し
た
人
は
、
専
業

税
の
申
告
ま
た
は
個
人
町
県
民
税
の
申

告
の
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
当
町
に

本
年
1
月
1
日
現
桂
住
所
の
あ
る
人
で

若
松
税
務
怒
以
外
の
税
務
磐
に
提
出
さ

れ
た
人
は
、
確
定
申
告
密
の
　
「
写
」

を
当
町
役
域
税
務
係
に
提
出
し
て
下
さ

所
得
税
の
確
定
申
告
及
び

事
業
税
の
申
告
に
つ
い
て

①
申
告
期
限
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
月
1
5
日
（
水
）
ま
で

①
所
得
税
の
馨
口
　
　
　
　
　
②
遠
賀
町
練
絹
で
の
受
付
日

3
月
1
5
日
（
水
）
ま
で
　
　
　
時

9
膏
薬
説
の
申
告

当
町
役
場
で
若
松
談
義
、
薯
松
財

日
曜
日
の
所
得
税
確
定
申
告
の
受
付
の

お
知
ら
せ

平
目
に
申
告
で
き
な
い
方
の
た
め
　
磐
で
行
な
わ
れ
ま
す
の
で
お
知
ち
せ
し

に
、
3
月
工
2
日
の
鱈
曜
日
に
譲
税
務
∴
ま
す
。

所
得
税
確
定
申
告
に
つ
い
て
の
説
明
会
の

お
知
ら
せ

2
月
2
1
ロ
（
火
）
　
二
回
開
催
　
　
　
砦
驚
工
会
穀
新
二
謄

1
0
時
－
1
2
時
　
1
4
時
～
1
6
時
　
　
　
　
（
董
欝
案
町
七
丁
目
）



りんお寵町

今

月

の

税

金

固
定
資
産
説
読
図
親
分

納
期
限
　
　
2
月
2
5
日

期
限
内
に
納

』］

年
金
加
入
者
の
皆
さ
ん
へ

固
定
資
産
課
説
台
嬢
の
縦
覧

3
月
1
日

昭
和
銘
年
度
の
固
定
資
産
諜
襲
巌

を
左
記
の
と
お
り
関
係
者
の
綬
垢
に
供

し
ま
す
の
で
、
お
し
ら
喧
し
ま
す
。

こ
の
台
帳
は
、
昭
和
幾
遠
国
褒

座
談
（
土
地
、
家
屋
、
償
却
黄
塵
）
を

課
税
す
の
た
め
の
基
礎
と
な
る
も
の
で

す
か
ら
、
こ
の
縦
斑
期
間
中
に
台
腹
を

確
あ
て
下
さ
い
。

な
お
、
令
嬢
の
内
密
に
つ
い
て
、
不

服
か
あ
る
場
合
は
、
3
月
1
日
か
ち
3

～

3

月

狐

風

月
5
0
日
の
閲
に
審
査
の
申
出
を
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

「
綬
斑
の
期
間

3
月
1
日
～
3
月
柳
田

毎
日
午
前
8
時
5
0
分
か
ら
午
後
5
時

ま
で
（
土
曜
日
の
午
後
及
び
日
曜
日

を
除
く
）

二
、
難
斑
の
場
所

遼
費
町
役
場
財
務
課
税
務
係

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
を

縦
覧
に
供
し
ま
す

一
月
十
日
現
垂
C
開
塾
す
る
遠
賀
町

農
薬
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
が
で
き

ま
し
た
の
で
、
次
の
と
お
り
雛
壇
に
供

し
ま
す
。
こ
の
名
簿
は
、
先
般
接
出
さ

れ
た
申
諮
蕊
に
裳
す
い
て
作
成
し
た
も

の
で
す
が
、
祀
践
も
れ
や
誤
機
が
な
い

か
確
め
て
く
だ
さ
い
。

「
縦
蓮
糊
闇

2
月
飽
田
か
ら
3
月
9
円
ま
で

毎
日
午
前
8
時
5
0
分
か
ら

午
後
5
時
ま
で

「
縦
斑
の
場
所

逆
賀
町
役
場

電
線
盗
難
防
止
の
協
力
お
願
い

最
近
、
九
概
出
方
営
業
所
許
内
で
穏

灯
お
よ
び
助
力
の
引
込
線
が
ひ
ん
は
ん

に
盗
鷲
譲
に
お
っ
て
い
る
そ
う
で
す

こ
れ
は
電
灯
や
動
力
が
一
時
停
雌
す
る

の
み
で
な
く
、
社
会
的
に
も
い
ろ
ん
な

不
安
を
与
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
盗
難
後
の
、
た
れ
さ
が
っ
た
遊

離
や
傾
斜
し
た
概
桜
等
に
う
っ
か
り
ふ

れ
た
り
、
動
か
し
た
り
し
ま
す
と
思
わ

ぬ
怒
心
郎
故
や
災
害
を
発
生
す
る
原
因

と
な
り
ま
す
－
。

警
察
や
九
龍
で
は
、
た
え
ず
こ
の
こ

と
で
防
止
対
策
に
つ
と
め
て
い
ま
す
が

更
に
域
加
の
傾
向
に
あ
り
、
ほ
ん
と
う

に
残
念
な
こ
と
で
す
。

そ
こ
で
折
尾
菱
馨
や
九
州
通
力
で

は
、
皆
さ
ん
の
電
気
が
停
億
し
盗
難
と

思
わ
れ
る
よ
う
な
不
審
な
磯
子
を
見
受

け
ら
れ
た
ら
、
早
速
奮
察
派
出
所
か
、

九
位
の
請
薬
所
に
通
報
く
た
さ
る
よ
う

こ
協
力
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
の
で
、

お
知
ち
せ
し
ま
す
。

最
近
に
お
け
る
国
民
生
活
水
準
の
馨

し
い
向
上
、
人
口
筏
進
の
老
令
化
傾
向

等
に
か
ん
が
み
、
国
民
年
金
制
度
の
内

容
の
充
実
を
図
る
た
め
、
年
金
響
引

き
上
げ
、
障
薫
十
全
等
の
支
給
襲
件
を

緩
和
す
る
と
と
も
に
、
あ
わ
せ
て
福
祉

年
金
の
額
の
引
き
上
げ
、
そ
の
支
給
制

限
の
緩
和
等
の
護
を
櫛
じ
制
度
全
般

に
わ
た
る
改
正
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

福
祉
年
金
の
所
縁
鮒
眼
の
緩
和
に
関

し
て
は
昭
和
4
1
年
5
月
分
か
ら
、
支
給

要
件
の
緩
和
、
年
金
額
の
引
上
げ
及
び

擾
料
の
改
定
は
昭
和
盛
年
1
月
分
か

ら
施
行
さ
れ
る
疎
に
成
り
ま
し
た
。

以
下
改
正
さ
れ
た
要
点
を
説
明
し
ま

し
ょ
う
。

拠
出
制
（
皆
さ
ん
が
毎
月
掛
け
ち
れ
て

い
る
年
金
）

支
給
襲
件
の
緩
和

（老令年金）

改
正
前
　
拠
出
期
間
の
年
数
×
九
〇
〇

円
（
拠
出
期
間
が
幼
年
を
こ

え
る
と
き
は
、
そ
の
こ
え
た

年
数
は
一
、
二
〇
〇
四
十
免

除
期
間
の
年
数
×
三
五
〇
円

改
正
後
　
（
拠
出
期
間
の
月
数
×
二
〇

〇
円
）
十
（
免
除
期
間
の
月

教
×
二
〇
〇
円
）
×
％

し
た
が
っ
て
2
5
年
間
、
保
険

料
を
納
め
た
人
の
受
給
額
は

月
額
二
、
0
0
0
円
が
五
、

0
0
0
円
に
改
正
さ
れ
ま
し

た。

（瞭董丁金）

年
額
二
四
、
0
8
円
が
年
輩
（
〇

、
0
0
0
円
に
、
一
級
の
駐
雷
に
該

当
す
る
人
の
加
筑
額
は
年
輩
ハ
、
0

0
0
円
が
一
二
、
0
0
0
円
に
引
ヒ

け
ら
れ
ま
し
た
。
文
壇
書
の
範
囲
も

故
実
さ
れ
ま
し
た
。

（
母
子
、
軍
馬
子
年
金
）

茨
が
年
金
に
加
入
し
て
い
て
、
夫
が

死
亡
し
た
時
、
1
8
才
未
満
の
子
、
孫

又
は
弟
妹
が
二
人
あ
る
播
会
は
、
月

に
五
、
0
0
0
円
が
支
給
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

改
正
前
　
加
筑
対
象
の
子
、
孫
、
弟
妹

一
人
の
時
、
年
額
一
九
、
二

〇
〇
円

改
正
後
∴
年
額
五
五
、
0
8
円
（
二

人
目
以
降
は
一
人
に
つ
き
年

額
四
、
八
〇
〇
円
加
算
）

（遺児年金）

改
正
前
　
三
、
0
0
0
円
　
（
月
額

「
8
0
円
）
か
ら

改
正
後
　
三
〇
、
0
8
円
　
（
月
額

二
、
五
〇
〇
円
）
に
改
正

保
険
料
の
改
定

箆
料
の
額
は
、
昭
和
幾
年
1
月
分

か
ら
務
才
以
上
の
香
は
月
額
二
五
〇

円
、
謎
才
未
満
の
者
は
二
〇
〇
円
と

な
り
ま
し
た
。

※
福
祉
年
金
（
7
0
才
以
上
対
念
箸
）
に

つ
い
て
は
次
号
で
説
明
し
ま
す
。

三
三
三
三
三
二
三
三
三
喜
一
三
重
≡
三
三
三
一
茎
一
三
一
三
三
三
三
－
－
－
一
三
三
三
≡
三
三
三
重
－
≡

3
月
は
永
久
選
挙
人
名
簿
の

定
時
登
録
期
で
す

ー
登
録
申
出
は
8
月
1
日
ま
で
ー

若
松
税
務
署
、
新
庁
舎
へ
の
移
転
に
つ
い

て
の
お
知
ら
せ

若
松
襲
馨
は
、
元
の
場
所
に
薪
庁
　
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

食
が
完
成
し
、
去
る
2
月
ュ
3
円
か
ら
薪
∴
∴
新
庁
舎
の
地
所

庁
舎
で
業
務
が
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
の
　
　
若
松
陸
揚
町
四
丁
目
三
六
四
露
地

3
月
の
選
挙
人
名
簿
定
時
登
録
で
は

次
の
襲
件
に
該
当
す
る
人
が
馨
鋲
の
資

格
藷
で
す
か
ら
、
ま
だ
登
鉦
百
出
を
し

て
い
な
い
人
は
3
月
1
日
ま
で
に
済
ま

せ
て
下
き
い
。
も
し
靂
録
申
出
を
し

な
い
」
遠
猿
人
名
簿
に
馨
録
さ
れ
ま
せ

ん
。
又
四
月
に
予
定
さ
れ
て
い
る
地
方

選
挙
に
も
投
察
で
き
ま
せ
ん
。

①
遠
賀
町
に
住
居
を
有
し
選
挙
人
名
簿

に
嚢
録
さ
れ
て
い
な
い
日
本
国
民

⑨
3
月
1
旦
C
年
令
猫
2
0
年
に
違
し
て

い
る
番
（
昭
2
2
・
3
・
2
日
ま
で
に

生
れ
た
者
）

⑧
遠
賀
町
に
昭
和
4
1
年
1
2
月
1
日
以
前

か
ら
引
続
き
居
住
し
て
い
る
番


